
 
 さ

っ
て
い
る
先
生
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
消

防
署
へ
民
間
救
命
技
能
講
習
を
受
け
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。 

 

他
人
を
救
お
う
と
す
る
社
会
が
自
分
を
救
う 

。 

普
段
、
自
分
で
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
も
、
大
勢
の
人
々 

に
守
ら
れ
生
き
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
講
習
で

し
た
。 

 

現
在
都
内
で
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に 

は
、
平
均
7

～
8

分
。
こ
の
空
白
の
数
分
間
に
、
Ａ 

Ｅ
Ｄ
の
力
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
社
会
復
帰

の
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
Ａ
Ｅ

Ｄ
と
は
、
ポ
ン
プ
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
た
心
臓
に

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
正
常
な
リ
ズ
ム
に
戻
す
装

置
の
こ
と
で
す
。
血
液
が
全
身
に
送
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
で
、
脳
や
身
体
機
能
も
回
復
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

し
か
し
現
状
で
は
、
こ
の
数
分
間
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
入 

手
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
の
で
す
。
そ
ん
な
時

は
、
こ
の
方
法
で
助
け
て
く
だ
さ
い
！ 

 

①119
番
通
報
を
し
て
、
救
急
車
を
要
請
！ 

 

周
り
の
人
の
協
力
を
得
て
人
工
呼
吸
を
続
け
る
。 

②110

番
通
報
を
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
届
け
て
も
ら
う
！ 

 

ス
マ
ホ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
使
い
、
現
在
地
を
確
認 

 

し
ま
す
。
近
辺
の
パ
ト
カ
ー
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
届
け
て 

 

く
れ
ま
す
。 

  

ど
う
ぞ
、
皆
様
に
も
受
講
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と 

思
い
ま
す
。 
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アベリア 
 

 

 中原街道の平塚橋交差点の角にあるみずほ銀行。そ

の前に、アベリアの大きな生け垣があります。低い木

で、鐘型の小さな花がたくさん咲いています。 

 スイカズラ科で原産国は中国。白やピンクの花を咲

かせ、花言葉は「優美」「強運」などです。 

 春から秋にかけて長い間花が咲き、とてもいい香り

がします。ハチやチョウが蜜を吸いにやって来るそう

ですが、こんな車の多い交差点にも虫たちが飛来する

のでしょうか。 

 秋の爽やかな候となりました。みなさんものんびり

と、平塚橋交差点辺りを散策してみませんか。きっと

アベリアの良い香りを楽しめると思います。        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             （中原共和町会・青木富代) 

  

台
風
21

号
で
大
荒

れ
の
日
、
パ
ル
ム
商

店
街
の
パ
ル
ム
会
館

前
で
、
制
服
姿
の
生

徒
さ
ん
た
ち
の
元
気

な
声
が
聞
こ
え
ま
し

た
。
「
ド
レ
ッ
シ
ン 

 

か
？
」
と
、
岩
手
県

一
関
市
立
東
山
中
学

校
の
み
な
さ
ん
。 

 

総
合
学
習
と
し
て

1

年
生
の
時
に
学
ん

だ
和
紙
、
2
年
次
の
農
業
体
験
、
そ
の
ま
と
め

と
し
て
今
回
、
3

年
生
65

名
が
9
月
4

日
か
ら

6

日
ま
で
の
修
学
旅
行
の
中
で
、
地
域
の
方
々

が
作
っ
た
野
菜
や
工
芸
品
（
す
ず
り
、
和
紙
、

缶
バ
ッ
ジ
な
ど
）
を
中
野
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
、

板
橋
区
の
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山
、
武
蔵
小
山

パ
ル
ム
商
店
街
の
3

ヵ
所
に
分
か
れ
て
販
売
し

て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。 

 

火
曜
日
は
も
と
も
と
定
休
日
の
店
が
多
く
、

い
つ
も
よ
り
人
出
が
少
な
い
上
に
、
台
風
接
近

の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
引
率

の
千
葉
先
生
に
お
話
を
う
か
が
っ
て
い
る
間
に

生
徒
さ
ん
イ
チ
オ
シ
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
最
後
の

1

本
が
売
れ
て
、
完
売
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
  

（
小
山
3

丁
目
町
会
・
柿
沼
恵
子
） 

◎各ご家庭に配布しております。一部ずつお取り下さい。次号『まちかど』は１１月２０日（火）発行の予定です。 

花 め ぐ り  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災☆ワンポイント 
（東京都発行「東京防災」より） 

 
 

   

荏
原
第
一
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
が
、
9

月 

3

日
（
月
）
に
、
「
荏
原
第
一
地
区
区
民
ま 

つ
り
」
で
の
募
金
活
動
と
模
擬
店
販
売
の
売

上
金
を
、
平
成
30

年
7

月
豪
雨
災
害
の
義
援 

金
へ
寄
付
し
ま
し
た
。 

 
 

 

品
川
区
で
は
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し 

た
豪
雨
災
害
の
被
災
地
支
援
の
た
め
、
皆
様

か
ら
お
預
か
り
し
た
義
援
金
を
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
て
被
災
地
へ
お
届
け
し
て
い
ま

す
。
（
平
成
30

年
12

月
31
日
ま
で
受
付
） 

 

こ
の
日
は
、
学
校
の
代
表
と
し
て
、
生
徒 

7

人
が
荏
原
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
ま 

し
た
。
代
表
の
生
徒
は
、
「
西
日
本
で
は
大

き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
義
援
金

が
少
し
で
も
被
災
地
の
方
に
役
立
て
て
も
ら

え
た
ら
嬉
し
い
で
す
」
と
話
し
、
荏
原
第
一

地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
へ
と
義
援
金
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。 

 

荏
原
第
一
中
学
校
の
生
徒
の
皆
様
、
ご
協 

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 （

事
務
局
） 

    

8

月
10

日 

荏
原
3

丁
目 

に
お
い
て
延 

焼
火
災
が
発 

生
し
ま
し
た 

 

い
ち
早
く 

荏
原
消
防
団
の
第
一
分
団
及
び
、
第
二
分
団

の
団
員
が
可
搬
ポ
ン
プ
積
載
車
で
出
動
し
、

一
丸
と
な
っ
て
防
火
水
槽
か
ら
の
取
水
で
消

火
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
加
え
て
荏
原
消
防

署
員
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
、
火
災
の
延
焼

防
止
に
貢
献
し
ま
し
た
。 

 

消
防
団
の
方
々
の
、
危
険
を
顧
み
な
い
素 

早
い
対
応
は
町
の
誇
り
で
あ
り
、
近
隣
の
方

々
か
ら
感
謝
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

消
防
団
の
方
々
の
、
自
己
の
生
活
を
犠
牲 

に
し
て
ま
で
有
事
に
備
え
た
訓
練
の
積
み
重

ね
が
、
今
回
の
活
動
に
つ
な
が
っ
た
と
評
価

さ
れ
、
こ
の
度
荏
原
消
防
署
長
か
ら
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。       （

荏
原
3

丁
目
町
会
） 

豪
雨
災
害
へ
募
金 

 
 

 
 

 

荏
原
第
一
中
学
校 

町
の
お
助
け
マ
ン 

、 。 

民
間
救
命
士 

に
出
来
る
す
ご
い
こ
と
！ 

“ 

” 

（
荏
原
4

丁
目
町
会
・
荻
野
雅
子
） 

 

日
曜
日
に
公
園
広
場
で
太
極
拳
を
教
え
て
く
だ 

荏原第一中学校のみなさんと荏原第一地域センター

の佐々木所長（左から4人目） 

町
で
見
つ
け
た
ち
ょ
っ
と
い
い
話 、 

少し多めの 

状態をキープ 

食べ物や日用品 

を多めに買う 

なくなる前に 

買い出しへ 

日常の中 

で消費 

「東京防災」という黄色い表紙の冊子をご

存知ですか？平成27年9月頃各家庭に配布

されました。災害に対する事前の備えや発

災時の対応など、今すぐ活用でき、いざと

いうときにも役立つ情報を分かりやすくま

とめた東京仕様の防災ブックです。これか

ら防災コラムとして、この防災ブックの中

から抜粋し紹介していきます。 

は、乾パンやヘッドライ

トなど普段使わない物を

用意する特別な準備と考

えられてきました。その

ため管理や継続が難しい

とあきらめてしまう人も

多かったはず。しかし、

日頃利用している食料品

や生活必需品を少し多め

に購入しておく「日常備

蓄」なら簡単に備蓄がで

きます。 

●日常備蓄で備えよう！ 
 ひとたび大規模な地震が起これば、電気・ガス・水道な

どのライフライン被害や物資供給の停滞が想定されます。

日頃から自宅で生活する上で必要な物を備えておくことが

重要です。 

東京防災の冊子 

グ
は
い
か
が
で
す 

これまでの災害用備蓄 


